




（ 続紙2)

（論文審査の結果の要旨）
降雹雷雨は極端気象現象の一種であり， 被害地域の農業生産， 生活， 資産， そして

人的資源に深刻な損害をもたらしてきた。しかしながら被害範囲が局所的であること

から， 他の自然災害と比べて社会的な認知度が低く， 研究蓄積も少ない状況にある。

特に経済が脆弱な発展途上国においては，雹害に対して政策的にも十分な対策が取ら

れてきたとは言いがたい。

本論文は，従来，比較的マイナ ーな自然災害として認識されていた雹害を取り上げ，

同災害が頻発するバングラデシュ北部農村を対象にして， PRA (Participatory Rural 

Appraisal), アンケ ー ト調査半構造化インタビュ ーなどの手法を駆使してデー タを

収集・分析し， 農家のリスク認知， 適応行動とその要因， リスク管理方策の抽出と推

進戦略とその体系化を試みたものである。本論文で学術的に評価できる点として，以

下の4点が挙げられる。

1. 雹害は空間的に限定された地域に集中して発生し， かつ対象地域においては発生
頻度 が増加傾向に あ る こと を 明 ら か に す る と と も に， SMUG (Seriousness,
Manageability, Urgency, Growth) モデル及びFEMA (Federal Emergency Management

Agency) モデルを適用して自然災害危険度を比較し， 対象地域においては干ばつ，
射流洪水（鉄砲水）などの主要な自然災害よりも危険性の高い自然災害であるこ
とを明らかにした。 このことは， 雹害に対する従来の認識に変更を迫るものであ
る。

2. 二項ロジット分析を用いて雹害の農作物へのリスク認知を左右する要因を探索
し， 雹害への対処能力に対する主観的評価（雹害に対して効果的に対処できるか，
十分な知識を持っているか， 対処に必要な資源を保有しているか）と個人属性（若
年， 高学歴）がリスク認知を高めていることを明らかにした。 この成果は， リス
ク認知の向上施策への示唆を与えるものである。

3. 雹害に対する農民の様々な適応行動を農業分野と非農業分野に分けて指標化し，
線形回帰モデルを用いて農業的適応行動の影響要因（年齢， 雹害に対する認知，
財産， 経営規模， 農業技術研修）と非農業的適応行動の影響要因（経営規模）を
それぞれ明らかにした。 この成果は， 適応行動を促す方策を検討する際に有意な
示唆を与えるものである。

4. 災害リスク管理の7つのフェ ー ズにそって， 延べ1 7の雹害リスク管理方策を抽
出し， それぞれに対してクロスSWOT分析を適用し， 方策ごとに適応戦略を明らか
にした。 更に， 対象地域の雹害リスク管理のフレ ー ムワ ークに集約し， 提案して

いる。 この成果は， 雹害に対する農民のリスク管理能力を体系的に強化する上で，
関係者に極めて有益な情報を提供するものである。

以上のように、 本論文は， 研究としてはまだ草創期にある雹害を取り上げ， そのリ
スク評価， 適応戦略およびリスク管理の枠組みについて考究した先駆的研究である。
これらの成果は， 雹害常襲地域の農民および対策を担う実務担当者に有益な知見をも
たらすとともに， 地球環境学， 持続的農村開発諭， 災害リスク管理論の学術的発展に
寄与するところが大きい。

よって本論文は博士（地球環境学）の学位論文として価値あるものと認める。 なお，
令和3年8月1 2日、 論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、 博
士（地球環境学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。
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